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ゆたかな心をはぐくむ
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2019ＮＨＫ全国学校音楽コンクール熊本大会の様子

　平成から令和へと新しい時代を切り開く、菊陽町の担い手

として、「豊かな心」と「確かな学力」を備えた生徒の育成

を図っています。運動部活動では、サッカー部や男女バス

ケットボール部、女子バレーボール部の県大会出場の他に、

合唱部の九州大会出場、神戸市で行われた「あじさいコン

サート」の出演など多くの活躍がありました。

　また、「社会を明るくする運動」作文では県知事賞、「熊本

の心」作文では最優秀賞をそれぞれ受賞するなど、素晴らし

い成果を収めました。
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　第71回人権週間の期間中である12月７日㈯、菊陽中
学校体育館において第35回菊陽町人権子ども集会が開
催されました。昨年は「子どもの権利条約」を日本政府
が批准して25年の節目の年でした。この条約には子ど
もたちに最善の利益を保障することが謳

うた
われ、子どもた

ちの意見表明権や集会の自由などを大切にすることなど
が書かれています。本集会はまさにその条約の具体化と
いえます。
　各中学校の生徒会や各小学校の代表者により、８月か
ら３回の実行委員会が行われました。この集会は（１）い
じめや差別をなくすために、身の回りのおかしさに気づ
き、行動する。（２）自分の気持ちだけでなく、相手の気
持ちを考えて行動する。（３）お互いを認め合い、本音が
言い合える関係をつくることの３点を目的とし、子ども
たちが考え、運営していく集会です。
　ステージ発表を武蔵ヶ丘小・武蔵ヶ丘北小・菊陽西
小・菊陽中学校が行いました。
　武蔵ヶ丘小学校は
「みんな友だち～みん
ななかま」と題し、運
動会での日本語・中国
語・英語の３カ国語放
送、中国語クラブ、パ
ンダの会、

ジャオ

找朋
ポン

友
ヨウ

の
活動を紹介し、言葉や
肌の色、文化や風習がちがっても心を寄せ合いつながる
ことで誰でも安心して過ごせる学校にしていると発表し

ました。
　武蔵ヶ丘北小学校は
「私たちが伝えたいこ
と～水俣病・ハンセン
病学習を通して～」と
題し現地水俣・恵楓園
を訪れ、『本当のこと
を知り、相手を理解す

ることの大切さ』『つ
ながりあうことの大切
さ』『当たり前の環境
の大切さ』を学んだこ
とを伝えました。
　菊陽西小学校は「ミ
ナマタから学んだこ
と」を構成詩や歌にし

て発表しました。水俣病は遠い町の過去に起こった出来
事だと思っていたことが、水俣病を正しく知るための学
習や現地での語り部の人の差別や偏見に負けない生き方
に出会いそれは違うんだと気づいたことを発表しました。

　菊陽中学校は菊陽町
の人権学習の共通教材
である「43項目の質
問状」のことについて
劇で表現しました。実
際にあった就職差別の
こと、それをなくす取
り組みを劇化し、差別

によって夢を叶えることが妨げられてはならない、自分
のことだけでなく周りの人のことを考え行動していきた
いと伝えました。
　各学校の発表に対しては「外国にルーツを持つ人と仲
良くなれる発表だった」「おかしいことにはおかしいと
自分も言っていきたい」「まだ、終わっていないことを
知った。クラスでもできることをしていきたい」、「自分
の気持ちを伝える大切さ、みんながありのままのことを
伝えられる世の中にしていきたい」などたくさんの返し
がありました。
　会場壁面では菊陽北小「平和新聞と水俣新聞」、菊陽
中部小「人権標語」、菊陽南小「人権学習のまとめと感
想」、武蔵ヶ丘中「武蔵ヶ丘中人権宣言・壁新聞」、保育
園「生活画」の展示による発表が行われました。

　閉会にあたり、
実行委員長からの
「真剣な発表には
真剣に返していき
たい。この集会は
差別をなくすなか
まを作る集会であ
り、この会場をで
た後、この会場にいるみんなで、身の回りにある差別を
なくすなかまになっていこう」との発言後、①いじめや
差別を他人事ではなく自分のこととして考え、自分の行
動をふりかえる②自分の思いを伝え、自分から差別をな
くす行動をしていく③お互いのことを知り合いいじめや
差別を許さないなかまをつくっていくことを集会の宣言
として参加者（子ども約800人、大人約300人）で確認し
ました。

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

第35回菊陽町人権子ども集会

「みんな友だち～みんななかま」
（武蔵ヶ丘小）

人権啓発標語 「どうしたの？　その一言で　救えます」 菊陽西小学校　６年　木村　莉
り

久
く

「私たちが伝えたいこと」
（武蔵ヶ丘北小）

「43項目の質問状」
（菊陽中）

「ミナマタから学んだこと」
（菊陽西小）

たくさんの参加者

菊陽中学校


